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令和６年度における広島市認知症地域支援推進員の活動に関する評価結果について 

 

Ⅰ 評価方法等について 

１ 評価対象期間 

令和６年４月から令和７年３月まで 

 

２ 評価方法 

・ 評価は、広島市地域包括支援センター運営協議会において決定した「広島市認知症地域 

支援推進員の活動に係る評価基準（令和６年度分）」に基づき行った。【別紙９】 

・ 評価に当たっては、各認知症地域支援推進員（以下「推進員」という。）がその活動状 

況などを踏まえて行った自己評価を基に、本年５～７月に地域包括ケア推進課が区地域包

括ケア推進センター（区地域支えあい課）と連携して、各推進員へのヒアリングを実施し

た。 

 

［認知症地域支援推進員の活動の評価項目及び項目数］（各項目を４点満点で評価） 

項         目 項目数 

１ 
地域包括支援センターとの

連携体制 

⑴ 事業計画の策定・実施状況の評価  １項目 

⑵ 区内の地域包括支援センターとの 

連携体制 
１項目 

２ 

地域における認知症に関す

る医療・介護の連携体制 

づくり、地域での支援体制

づくり 

⑴ 認知症医療・介護連携の推進 １項目 

⑵ 認知症ケアパスの普及と充実 １項目 

⑶ 認知症サポーターによる認知症地域 

支援活動の実践 
１項目 

⑷ 認知症アドバイザーへの支援 １項目 

⑸ 認知症カフェの立ち上げや運営の支

援 
１項目 

３ 

地域包括支援センターや介

護支援専門員等に対する認

知症ケアに関する支援 

認知症ケアの向上に向けた取組 １項目 

４ 

認知症疾患医療センター等

の認知症専門医療機関や認

知症初期集中支援チームと

の連絡調整 

⑴ 認知症専門医療機関との連絡調整 １項目 

⑵ 認知症初期集中支援チームとの連携 １項目 

５ 
若年性認知症の人とその 

家族等に対する相談支援 
若年性認知症の相談支援 １項目 

６ 認知症の人の本人発信支援 認知症の人の本人発信支援 １項目 

 計 １２項目 

資料３ 
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Ⅱ 評価結果等について 

≪全体≫ 

○ 評価点の平均点は下表のとおり。 

区 分 令和６年度 令和５年度 

全推進員の平均点（４点満点） 3.75点 3.73点 

各区における平均点の最高点 3.83点 3.91点 

各区における平均点の最低点 3.67点 3.36点 

 

≪個別≫ 

○ 以下の２項目において、２点以下の評価があった。 

・ 評価項目２⑸「認知症カフェの立ち上げや運営の支援」については、認知症カフェ（以

下「カフェ」という。）の運営支援に取り組んだものの、区内全てのカフェに対して偏り

なく計画的な運営支援を行えていなかったことにより、評価が低くなったものである。 

・ 評価項目３「認知症ケアの向上に向けた取組」については、地域包括支援センター（以

下「センター」という。）や居宅介護支援事業所の認知症ケアの向上に伴い、推進員への

相談件数が少なかったことにより、評価が低くなったものである。 

［評価点の状況］ 

評価項目 ４点 ３点 ２点 １点 

２ ⑸ 認知症カフェの立ち上げや運営の支援 ６区 １区 １区 － 

３ 認知症ケアの向上に向けた取組 － ７区 １区 － 

 

○ 評価項目２⑷「認知症アドバイザーへの支援」については、認知症アドバイザーフォロー

アップ講座修了者全員を活動の実践につなげた区が２区あった。一方で、推進員が働き掛け

を行ったが、認知症アドバイザーの業務の都合等により、修了者全員に活動してもらうこと

ができなかった区もあった。 

［評価点の状況］ 

評価項目 ４点 ３点 ２点 １点 

２ ⑷ 認知症アドバイザーへの支援 ２区 ６区 － － 

 

○ 評価項目２⑸「認知症カフェの立ち上げや運営の支援」については、市内のカフェ数が令

和６年度末で１７４か所と、昨年度の１４４か所から大幅に増加しており、区別に設けたカ

フェの設置目標数に達している区が多く、昨年度の平均点を上回った。 

［評価点の状況］ 

評価項目 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

２ ⑸ 認知症カフェの立ち上げや運営の 

支援 
3.63点 3.58点 

3.13点 

（参考値） 
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Ⅲ 評価結果を踏まえた今後の対応 

〇 推進員が、重点取組方針に基づいて各区の実情に応じた取組が推進できるよう、区地域

包括ケア推進センター（区地域支えあい課）、各センターと協働して支援する。 

○ 推進員連絡会において、取組状況や連携方法等の好事例を区間で共有することにより、

取組の拡大を図る。 

○ 認知症アドバイザーへの支援について、推進員が認知症アドバイザーへ働き掛けたとし

ても、認知症アドバイザー側の事情（体調、職場環境等）により活動の実践につながらな

いことがある。そのため、推進員の取組に主眼を置いて評価できるようにするなど、今後

評価基準の見直しを検討する。 


